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依 頼 論 文 ◆企画：学生技能コンペティション「第 1 回 JPS student clinical skills competition」

抄　録
　（公社）日本補綴歯科学会は，全国の歯学部学生を対象とした臨床技能コンペティション（課題：保険収載
CAD/CAM 冠を想定した支台歯形成，下顎右側第二小臼歯）を開催した．26 校の代表者各１名が行った支台
歯形成を審査し，上位 6 名の学生を選出した．これらの学生を対象としたオンサイトでの最終実技審査を行い，
審査結果の公表および優秀者の表彰を同日に行った．審査は形成模型のデジタルスキャンデータを使用して算
出されたテーパーと削除量を参考に，評価者による総括評価とした．事後アンケートでは肯定的な回答が寄せ
られ，特に参加学生にとって本企画が歯科技能向上に対する研鑽意欲を喚起するものであったことが明らかに
なった．
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Ⅰ．緒　　言

　21 世紀に入った 2001 年，歯学生が今後身に付ける
べき学習内容「歯学教育モデル・コア・カリキュラム」
が示され，これに準拠した全国共通の標準評価試験と
して Computer Based Testing （CBT）や Objective 
Structured Clinical Examination（OSCE）が実施さ
れるようになった．さらに今後は，歯学教育分野別認
証評価，臨床実習終了後の臨床能力試験等のトライア
ル・本格実施，スチューデント・デンティスト制度の
導入など歯科医学教育に関するあらたな変革の波が押
し寄せている1）．
　「歯学教育モデル・コア・カリキュラム」において
は，学生の適性と質を保証し，患者の安全とプライバ
シー保護に十分配慮した上での「診療参加型臨床実
習」の充実が重要視されている．この臨床実習の内容
には，見学から自験まで様々な水準があるが，卒業前
に必要な技能，態度を習得するために，臨床実習の項
目については自験を行うことが求められている 2）．臨
床参加型臨床実習の実施には，実習に参加する学生の
知識，態度に加えて，技能が担保されていることが不

可欠であり，臨床実習前の基礎実習において，診療に
参加しうるだけの基礎的知識と技術の習得が必須であ
る 3)．このような背景から，「歯学教育モデル・コア・
カリキュラム」の改訂版（2016 年）では，「シミュレー
ション実習（模型実習・相互演習（実習））」が新設され，
臨床実習開始までの基礎模型実習を含めた技能教育に
関する学修目標が作成されている 2）．具体的には診療
参加型臨床実習に入る前の技能教育で学修すべき項目
として，共用試験 OSCE の出題項目と連動する形で
検討され，基礎実習内容の変更が歯学教育の各分野で
行われており，良好な教育効果が報告されている4,5)．
　教育分野での変革と平行して，歯科臨床にもイノ
ベーションがおこっている．特に補綴歯科領域では，
デジタル化の急速な普及により治療のワークフローが
変化した6,7）．この変化は患者の審美的欲求の向上を
実現するためのノンメタル材料の新規開発も後押しし
た．その結果，特に歯冠修復を行う際には，症例に応
じて適切な材料を選択する臨床判断能力や 7)，選択さ
れた材料の性質に対応した適切な支台歯形成を行う臨
床技能が要求されるようになった．
　このような状況の中，公益社団法人日本補綴歯科
学会は，全国の歯学部学生を対象とした臨床技能試
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験である学生技能コンペティション「JPS student 
clinical skills competition（JPS-SCSC）」を企画し，
その第 1 回が開催された．本コンペティションの目
的は，臨床診断能力はもちろんのこと高い臨床技能を
必要とし，高度化している補綴歯科臨床に対応するこ
とができる歯学部学生を育成すること，また技能教育
の重要性について教育者のみならず学生とも共有する
ことである．

Ⅱ．方　　法

1．コンペティションの概要
　1）課題およびガイドライン
　第１回 JPS-SCSC の課題は，保険収載 CAD/CAM
冠（ハイブリッドレジンクラウン）を想定した模型
上での支台歯形成とした．そして，2014 年に医療問
題検討委員会が作成した「保険診療における CAD/
CAM 冠の診療指針」を元に今回，教育問題検討委員
会が「CAD/CAM冠支台歯形成のガイドライン（対象：
下顎右側第二小臼歯）」を作成し，あらたに図が明示
された（図 1）．
　2）選考方法
　全国の歯学部から参加者を募り，各大学の代表者

（1 名）の行った支台歯形成からデジタルデータを作
成し，そのプロダクトにて上位の学生（6 名）を選出
した．選出された学生に最終審査会場にて実技審査を
行い，同日審査により上位三名を順位付けした．つま
り，選考の過程としては①各大学での選考（代表者一
人選出），②一次審査（最終審査出場者選出），③最終
審査の 3 段階選考となる．なお，各大学内における
選考については各大学の基準に則した方法で行われ
た．

2．一次審査の基準と審査方法
　1）実施要項
　上下歯列模型（下顎右側第二小臼歯と両隣在歯は必
ず装着）をファントムマネキンに装着した状態で支台
歯形成を行う．対合歯との咬合関係が確認できる状態
が望ましい．
（1）模型および人工歯：指定なし
（2）形成部位および形態：下顎右側第二小臼歯，

CAD/CAM 冠を想定した支台歯形態
（3）使用機器：エアータービン，5倍速コントラ，バー

（指定無し）
（4）支台歯形成時間：30 分

　2）提出プロダクト
（1）支台歯カラー写真（デジタル画像データ）
・支台歯を中心に近遠心隣在歯を含む 3 歯が写る

ように撮影する．
・頰側，舌側，咬合面方向から撮影する．

（2）支台歯形成前と支台歯形成後の STL（Stereo-
lithography，Standard Triangulated Language）
データ．

　・可及的に精細な計測方法（精細モードで）を選択
する．

　・データ取得の際の機器は口腔内スキャナー，また
はデスクトップ型スキャナー（デスクトップス
キャナーで直接スキャンできない場合は，石膏模
型に置き換えてスキャンする）．

　（3）提出方法
　　以下のいずれかを選択する．
　・CD-ROM，あるいは DVD に記録し，レターパッ

ク等で郵送．
　・ファイル転送サービスで送信（https://mw-s.jp/

data-transfer/ 参照）．
　3）審査方法
　評価に先立ちプロダクトに不備がないかを確認
し，不備があった場合は早急に再提出を要請した．各
プロダクトデータをファイル毎にまとめ，大学名等
を特定できないように無作為に番号付けを行い審査
員に対してブラインド化を行った．歯列分析ソフト

（OrthoAnalyzer，3Shape）を用いて支台歯形成前後
の 2 つの STL データを 3 点法によって重ね合わせを
行い，頰舌側断面，近遠心断面を表示して，咬合面に
おける最大，最小削除量と支台歯形成軸面のテーパー
を計測した．（図 2）．
　5 名の審査員に形態解析データと支台歯カラー写真

（三面観）を配信し，審査員は採点表に上位 6 プロダ
クトの点数（6 ～ 1 点）記入し，集計した．その後，

図 1　ガイドラインに追加された図 
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審査委員会を開催し，集計結果をもとに最終審査進出
者 6 名および次点を最終決定した．選考結果を各大
学担当者（教員）へ通知し，最終審査に該当学生が参
加可能であることの確認を行った．

3．最終審査
　1）実施要領
（1）開催日時：2019 年 6 月 16 日（日），9 時集合・

9 時 30 分開始，12 時 45 分表彰式
（2）開催場所：ジーシーコーポレートセンター（東

京都文京区）
（3）参加者：一次審査による選抜者（旅費・交通

費は学会負担）
（4）実施内容：CAD/CAM レジン冠を想定した下

顎右側第二小臼歯の支台歯形成
（5）人工歯：ニッシン社製 A5A-500-#45
（6）形成時間：30 分
（7）服装：白衣着用（KC 可），グローブ・マスク

着用（持参可），ゴーグル着用（持参）
（8）持参品：白衣，ゴーグル
（9）持参してもよい物品：バー・ポイント，グロー

ブ，マスク，ルーペ
（10）準備されている物品：模型，人工歯，GC CAD/

CAM 冠用バーセット，グローブ，マスク，咬合
面のクリアランスを確認するゲージ

（11）切削器具：エアータービン，電気エンジン（5
倍速コントラ，等速コントラ）とも使用可能

　2）評価方法
　形成終了後，口腔内スキャナー（Aadva IOS 100，
ジーシー）にてデジタルデータに変換し，取得された
STL データからクリアランスと軸面テーパーの数値
を算出する．
　最終選考では上記算出データとともに，形成した顎
模型および形成中の「安全面や感染防止の配慮および
姿勢（ポジショニング）」を概略評定し評価する（概
略評定は補助的な評価とし，あくまでも支台歯の評価
を優先的に評価する）．5 名の審査委員の点数を集計
し，最終評価とした．

Ⅲ．結　　果

1．全体の経過
　2018 年 11 月に全国 29 校宛に JPS-SCSC の趣意
書が郵送され，26 校からの参加希望があった．参加
希望校では各校ごとに選考（詳細は後述）行い，代表
プロダクト（支台歯のデジタルカラー写真と STL デー
タ）が提出された（2019 年 2 月末〆切）．2019 年
3 月 29 日に開催された JPS SCSC 審査委員会におけ
る一次審査の結果，上位 6 校および次点が選出され，
最終選考参加予定者 6 名の参加が確定したのち，最
終選考参加校が公表された．2019 年 6 月 16 日午前
中に最終審査が行われ，同日 12 時 45 分より表彰式
が開催された．
　本コンペティションに関して 2019 年 3 月 8 日に
プレスリリースされ（図 3），2019 年 6 月 8 日には

報道解禁：平成 31年 3月 8日（金）17時 
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公益社団法人 日本補綴歯科学会 プレスリリース資料 

学生技能コンペティション「第 1回 JPS student clinical skills 

competition」を開催します． 
・日時：6月 16日（日曜日）
・場所：株式会社ジーシー/ Corporate Center， 東京都文京区本郷３－２－１４

公益社団法人 日本補綴歯科学会 理事長 

市川哲雄 

 

概要説明 

本コンペティションは，的確な臨床判断能力と高いレベルの臨床技能を有する歯科医

師を育成することを目的として企画されました． 

CAD/CAM 冠の保険収載に代表されるデジタルテクノロジーの臨床応用により補綴

歯科治療の効率化がはかられましたが，一方では治療の選択肢が広がり，必要とされ

る臨床技能が多様化，高度化しています． 

本学会が責務としている「国民に高度な歯科医療を安心して受けて頂くための教育

基盤」を整備するために，本コンペティションを通して，「卓越した臨床技能を有する歯学

部学生」を養成します． 

協賛会社 

株式会社ジーシー，ストローマン・ジャパン株式会社 

医歯薬出版株式会社，スリーエム ジャパン株式会社，デンツプライ シロナ株式会社，ノーベ

ル・バイオケア・ジャパン株式会社，ペントロンジャパン株式会社，和田精密歯研株式会社 

⾼度な⻭科医療を提供するための教育基盤整備

第1回 JPS student clinical skills competition開催

臨床技能の向上と研鑽意欲の
促進

⻭学部学⽣ ⽇本補綴⻭科学会

⻭科補綴学教育における
教育内容の再評価

臨床技能試験の評価法の構築

「卓越した臨床技能を有する⼈材」の育成

⼀次審査︓各⼤学代表からの選抜
⼆次審査︓選抜者によるコンペ

図 3　プレスリリース

a                         c
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図 2 一次審査におけるデジタルデータからの計測（a）支台歯
形成前後のSTLデータの重ね合わせ（b）重ね合わせたデー
タの頰舌側断面（1）および近遠心断面（2）を設定（c）
各断面から咬合面削除量，支台歯テーパーを計測
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読売新聞に掲載された．また，2019 年 5 月 10～12
日開催の第 128 回学術大会（札幌，横山敦郎大会長）
では，本コンペティションの立案から最終選考参加者
決定までの経緯がポスター 2 枚で解説された（図 4）．
その他学会員へのアナウンスや経過報告が JPS メー
ルマガジンにて 4 回行われた．

2．各校での審査
　表 1，図 5 に参加 26 校のアンケート結果を示す．
本コンペティションに参加した学年は各校での選考時

（2018 年度末）の 5 年生が 13 校で半数を占めていた．
4 年生を対象とした大学は 9 校，3 年生のみを対象と
した大学は 1 校であった．本コンペティションに参

学生技能コンペティション 
「JPS student clinical skills competition」 
 

学術委員会，教育問題検討委員会  
  

【趣旨・概要】 
 

優れた歯科医師の育成のためには臨床技能の教育は必須である．卒前教育
においては共用試験で実施されるOSCEにより臨床技能評価が行われており技
能教育の標準化という意味では大きな役割を担っている．しかし，補綴歯科治療
のように治療のワークフローが急速に変化しつつある領域では，こうした変化に
対応した技能教育の刷新を当該領域の専門分科会が主導して行う責務を担っ
ている．さらに，技能教育の充実のためには，教育内容やレベルについての情
報を大学間での共有することに加えて，学生の臨床技能研鑽に対する学習意欲
を促進することが必要である．  
高い臨床技能を必要とし，進化し続ける補綴歯科臨床に対応することができる
歯学部学生を育成すること，技能教育の重要性について教育者のみならず学生
とも共有することを目的として全国の歯学部学生を対象とした臨床技能試験，学
生技能コンペティション「JPS student clinical skills competition」を企画した．  
 

【課題】 
 

保険収載CAD/CAM冠（ハイブリッドレジンクラウン）を想定した 
模型上での支台歯形成 

  

 
【選考方法】 

 

全国の歯学部から参加者を募り各大学の代表者（１名）の行った支台歯形成を
対象に一次審査を行い，上位の学生（６名）を選考する．一次審査で選考された
学生は二次審査会場にて実技試験を受け，審査の結果により上位三名を表彰
する． 
評価方法は教育問題検討委員会と学術委員会において「客観的な評価基準」
を策定し，事前に試験項目とともに提示することにより，補綴学会から発信され
た「教育基準」として参照できる形とする（右下にガイドラインを示す）． 
 
【一次審査実施要領】 
  

上下歯列模型（右下４，５，６番は必ず装着）をファントムマネキンに装着した状
態で支台歯形成を行う．対合歯との咬合関係が確認できる状態が望ましい． 
1）模型および人工歯：指定なし 
2）形成部位および形態：右下５番，CAD/CAM冠を想定した支台歯形態 
3）使用機器：エアータービン，５倍速コントラ，バー（指定無し） 
4）支台歯形成時間：30分 
5）服装等：二次審査に準じる（二次審査実施要領参照） 
  
 【一次審査プロダクトの提出について】 
  

● 提出プロダクト 
1）支台歯カラー写真（デジタル画像データ）  
・支台歯を中心に近遠心隣在歯を含む３歯が写るように撮影する． 
・頬側、舌側、咬合面方向から撮影する． 
2）支台歯形成前と支台歯形成後のSTLファイルデータ 
・可及的に精細な計測方法（精細モードで）を選択する． 
・データ取得の際の機器は口腔内スキャナーでもデスクトップ型スキャナーでも  
可（デスクトップスキャナーで直接スキャンできない場合は，石膏模型に置き換 
えてスキャンする）．  
● 提出方法 
以下のいずれかを選択する． 
・CD-ROM、あるいはDVDに記録し，レターパック等で郵送． 
・ファイル転送サービス（「https://mw-s.jp/data-transfer/」参照）で送信． 
● 提出締め切り：2019年2月28日必着 
 

コンポジットレジンブロックによる 冠支台歯形成のガイドライン
対象：下顎第二小臼歯

支台歯形成の基本：以下に示す適切なクリア
ランスを確保し、滑沢かつ単純な形態とし、
丸みをもたせた凸隅角部、円滑で明確な
マージン形態とフィニッシュラインを基本とする。

咬合面
• 約 のガイドグルーブを付与する。
• 頬側、舌側内斜面ともに、咬頭傾斜に沿って
• ガイドグルーブが平らになるように切削し、
• なめらかな逆屋根形状にする。
• クリアランスは、 ～ にする。
頬側面・舌側面

• 頬側面は咬頭側と歯頸側それぞれに咬合面と
• 同様 弱のガイドグルーブを付与し、２面形成する。
• 軸面テーパーは片面 ～ °の範囲におさめる。
• 舌側も頬側と同様に形成する。
隣接面

• 隣接歯を傷つけないことが重要であり、隣接面に歯質が一層残るように軽くバーを
通すイメージで形成する。
• 両隣接面のテーパーも片面 ～ °の範囲におさめる。
軸面・マージン部

• 概形成ができたら、隣接面から頬側面にかけてマージン部をディープシャンファー
もしくはラウンドショルダーに修正する。
• フィニッシュラインは，歯肉縁上 に設定する．
• 支台歯のマージン部とフィニッシュラインの形成面を特に滑らかに仕上げることが
大切であり、かつ歯肉への損傷を避ける。
• 舌側面も頬側面と同様に修正する。
• クリアランスは、軸面で 、マージン部で約 にする。
隅角部

• 咬合面―軸面部に鋭角な部分がないように丸みを帯びた形状にする
削除量の確認

• あらかじめ作製したシリコーンインディックスなどで削除量を確認する。

1.5 ~ 2.0mm

1.5
mm

1.0
mm

【二次審査 実施要領】 
 

開催日時：2019年6月16日（日），9時集合・9時30分開始，12時45分表彰式 
開催場所：GCコーポレートセンター（東京都文京区本郷3-2-14） 

東京医科歯科大学（表彰式） 
参加者：一次審査による選抜者（旅費・交通費は学会負担） 
実施内容：CAD/CAMレジン冠を想定した#45支台歯形成 
人工歯：ニッシン社製 A5A-500-#45  
形成時間：30分 
服 装：白衣着用（KC可），グローブ・マスク着用（持参可），ゴーグル（持参）着用 
持参品：白衣，ゴーグル 
持参してもよい物品：バー・ポイント，グローブ，マスク，ルーペ 
準備されている物品：模型，人工歯，GC CAD/CAM冠用バーセット，グローブ，   

マスク，咬合面のクリアランスを確認するゲージ 
切削器具：エアータービン，電気エンジン（5倍速コントラ）と  
も使用可能 

【協賛会社】 
株式会社ジーシー，ストローマン・ジャパン株式会社 
医歯薬出版株式会社，スリーエム ジャパン株式会社，デンツプライ シロナ株式会社， 
ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社，ペントロンジャパン株式会社， 
和田精密歯研株式会社 

一次審査参加 26校 （参加申込順） 

東北大学，徳島大学，昭和大学，福岡歯科大学，東京歯科大学，神奈川歯科大学，日本歯科大学，
大阪大学，日本大学松戸歯学部，長崎大学，九州大学，岡山大学，九州歯科大学，朝日大学，明海大学，
大 阪 歯 科 大 学 ， 北 海 道 医 療 大 学 ， 岩 手 医 科 大 学 ， 北 海 道 大 学 ， 愛 知 学 院 大 学 歯 学 部 ，
鶴見大学 ，日本歯科大学新潟生命歯学部 ，奥羽大学 ，鹿児島大学 ，松本歯科大学 ，広島大学

【謝辞】 本プロジェクトが本格的に始動したのは昨年の夏頃からでした．その後，市川理事長，大川副理事長，学術委員会および教育問題検討委員会の 
皆様に力強く支えていただき，馬場学術委員長，疋田一洋先生，高場雅之先生と急ピッチで準備を進めました．関係の皆さまならびに協賛会社に 
深く御礼申し上げます．また，本コンペティションの趣旨にご賛同下さり，ご参加いただいた各大学担当者の先生方，学業が忙しい中プロダクトを 
作製して下さった学生の皆様に心から感謝申し上げます．6月16日には，二次審査が行われます．そして，その後も本プロジェクトが歯科補綴学の 
教育向上の一翼を担えることを期待しております．皆さま，今後ともご理解とご高配を賜りますように何卒よろしくお願い申し上げます． （峯 篤史，大阪大学）  

日本補綴歯科学会「保険診療におけるCAD/CAM冠の
診療指針」にしたがい，以下を評価項目とした． 

1．カラー写真（3方向）から支台歯の評価 

評価項目
１． 適切なクリアランス（軸面 〜 ，マージン部で約 ）
２． 滑沢かつ単純な形態
３． 丸みをもたせた凸隅角部
４． 円滑で明確なマージン形態（ディープシャンファーあるいはラウンド

ショルダー）とフィニッシュライン
５． なめらかな逆屋根形状
６． 面形成
７． 軸面テーパーは両面 °〜 °
８． 隣接歯、歯肉を傷つけない
９． マージンの位置（歯肉縁上 ）
．その他総合評価

 一次審査 評価方法 

支台歯形成前 

2．支台歯形成前後のSTLデータから咬合面削除量，
支台歯テーパーを評価 

②重ね合わせたデータのA（近遠心断面）， 
B（頬舌側断面）の2断面を設定  

③2つの断面データから、咬合面削除量、支台歯テーパーを計測  

①支台歯形成前後のSTL  
データを重ね合わせ  

支台歯形成後 

A 

B 

A（近遠心断面） B（頬舌側断面） 

  一次選考優秀賞（20校からの代表プロダクト） 

  二次審査へ参加する６校のプロダクト 

総参加人数 650名 
（最終プロダクト作製人数 399名） 

最大値 147名 
１校平均 27.1名 

最大値：2～3時間程度×9日 
実習室を使用できるようにして各自の都合で参加 

 

最小値 0時間 
（本コンペティションとしては） 

 アンケート結果  

●4年次生でCBT,OSCEの合格発表の際に対象者全員に参加を呼びかけ， 
応募してきた4名．練習後に形成を行ったものを評価して，1名を選考． 
その後，再度指導を行ってプロダクトを製作・計測を実施して修正を行わせ提出． 
●5年生を対象とし，臨床基礎実習と臨床実習の成績優秀な学生の中から， 
本コンペティションの意図に賛同し、臨床 実習期間内においてもプロダクトの 
製作が可能な学生を9名選出．提出プロダクトは，補綴科幹部会において 
ブラインド方式の審査の結果，代表者1名を決定． 
●4学年実習時に本コンペティション課題を含めた支台歯形成トレーニングを実施 
し，147名から優秀であった4名を選抜．後日改めて本コンペティション課題のみ 
を行い1名を決定． 
●5年生全員に本コンペティションの概要を説明し，「高頻度臨床手技トレーニング 
（支台歯形成実習）」に組み入れ，全員名一斉に右下5番のCADCAM冠支台歯 
形成．その結果を臨床実習指導者6名が評価を行い，上位3名を選出．この3名 
を対象に支台歯形成練習を実施．その後，作製したプロダクトを指導者6名で 
評価し，最終候補者を選出． 
●4・5年生全員に案内して希望者を募り，5年生5名，6年生5名が希望．5年生は 
試験日程の都合から練習に参加することが難しかったため，6年生5名が練習に 
参加．その後2名が中断し，3名が自身で選んだ各2本合計6本をスキャン・ 
撮影し，その画像を医局教員の合議で1本を選抜． 
●5年生全員を対象に，メールにてJPS SCSCの概要をアナウンス．希望者を 
募った．2名に対して最終試験を行い，臨床経験年数10年以上の先生により， 
審査し選抜． 
●10名の応募者から3名まで書類選考し，3名の実技選抜． 
●3人それぞれにフィードバックをした後，全員のプロダクトを個別に開示し， 
一つのプロダクトが最も良いことに同意． 
●歯学部5年生44名が参加して，一次審査を実施．上位21名を対象に， 
二次審査を実施し，当科の教員全員による評価により最優秀者を決定． 
●希望者を募り，それ以外に実習担当教員の推薦者で参加を希望した計18名 
で練習し，最後に学内コンペを実施．学内選抜は，PostCC-OSCEの採点を 
参考． 

 
●3時間程度の形成トレーニングを3回ほど 
●3～4時間の自主練習 
●実習室を使用できるようにして各自の都合で参加 
●4日間，各1時間 
●9:30～11:30 の2時間 
●講義終了後に各自2時間程度 
●1時間×3日 
●1日（6時間程度），平等になるように練習時間を設定 
●一次審査，二次審査ともに30分 
●全8回 X 各2時間 = 16時間 
●自由参加で練習．各日とも1時間程度  
（一回につき1・2歯切削） 
●4時間×4日 
●1回1時間程度×5回 

一次審査通過・二次審査参加 ６校 （プロダクト提出順） 

広 島 大 学 ， 日 本 大 学 松 戸 歯 学 部 ， 東 京 歯 科 大 学 ， 大 阪 歯 科 大 学 ， 東 北 大 学 ， 徳 島 大 学 

練習時間 
参加者，選考法 

 ●4年次生で
応募
その後
●5年生を
本コンペティション
製作
ブラインド方式
●4学年実習時に本コンペティション課題を含めた支台歯形成トレーニングを
し，147
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参
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図 4　学術大会での報告

図 5　各校での選考についてのアンケート結果
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表 1 各校での選考についてのアンケート結果

対象学年 
（1 次審査時）

参加
人数

大学内
最終審査 各大学内での選抜方式 練習時間

A 5 年生 1 名 － 2 時間

B 4 年生 4 名
4 年生で CBT，OSCE の合格発表の際に対象者全員に参加を呼びかけ，4 名
が参加．練習後に形成を行ったものを評価して 1 名を選考し，再度指導を
行ってプロダクトを製作．

3 時間程度 ×3 回

C 5 年生 9 名

5 学年を対象とし、臨床基礎実習（第 4 学年）と臨床実習（第 5 学年）の成
績優秀な学生の中から，本コンペティションの意図に賛同し，臨床実習期間
内においてもプロダクトの製作が可能な学生を 9 名選出．補綴科幹部会に
おいてブラインド方式の審査の結果，代表プロダクトを決定．

平均 4 時間

D 4 年生 147 名 4 名
4 学年実習時に本コンペティション課題を含めた支台歯形成トレーニングを
実施し，147 名から優秀であった 4 名を選抜．後日改めて本コンペティショ
ン課題のみを行い 1 名を決定．

30 分程度

E 5 年生 52 名 3 名

5年次学生（52名）全員に本コンペティションの概要を説明．臨床実習の「高
頻度臨床手技トレーニング（支台歯形成実習）」に組み入れ，52 名一斉に右
下 5 番の CADCAM 冠支台歯形成．臨床実習指導者 6 名が評価を行い，上
位 3 名を選出．この 3 名を対象に支台歯形成練習を実施し，作製したプロ
ダクトを指導者 6 名で評価し，選出．

3～4 時間の自主練習（期間
としては約 3 週間）

F 4・5 年生 10 名 3 名

4・5 年生全員に案内して希望者を募り，4 年生 5 名，5 年生 5 名が希望．4
年生は試験日程の都合から練習に参加するのが難しかったため，5 年生 5 名
が練習に参加．その後 2 名が中断．3 名が自身で選んだ各 2 本合計 6 本を
スキャン・撮影し，その画像を医局教員の合議し 1 本を選抜．

2～3 時間程度 ×9 日，実習
室を使用できるようにして各
自の都合で参加

G 5 年生 2 名
5 年生全員（95 名）を対象に，メールにて JPS SCSC の概要をアナウンス．
希望者を募った．2 名に対して最終試験を行い，臨床経験年数 10 年以上の
先生により，審査・選抜．

1 時間 ×4 日

H 5 年生 95 名 － 2 時間 （9：30～11：30）
I 5 年生 3 名 － 約 8 時間
J 4 年生 10 名 3 名 10 名の応募者から 3 名まで書類選考し，3 名のプロダクトを選抜． 講義終了後に各自 2 時間程度

K 5 年生 3 名
5 年生全員に朝礼にてアナウンスし希望のあった 3 人に練習時間を設け，最
後に 30 分で形成．3 人それぞれにフィードバックをした後，全員のプロダ
クトを個別に開示し，　一つのプロダクトが最も良いことに同意． 

1 時間 ×3 日（3 人が同じ時
間練習できるように日程調整
した）

L 5 年生 17 名 趣旨説明の上での希望者 平均 10 時間

M 3・4・5 年生 3 年 1 名，
4 年 3 名

3 ～ 5 年生を対象に公募し，3 年生 1 名，4 年生 3 人の 4 名の中から 4 年生
1 名を選抜．

1 日（6 時間程度），平等にな
るように練習時間を設定

N 5 年生 44 名 21 名 全 48 名中 44 名が参加して，大学内一次審査を実施．上位 21 名を対象に，
大学内二次審査を実施し，当科の教員全員による評価により最優秀者を決定．

一次審査，二次審査ともに
30 分

O 5 年生 8 名 30 分の時間制限を設けて最終審査試験を行い，プロダクトを当科教員 5 名
で点数化して評価． 全 8 回 × 各 2 時間 = 16 時間

P 4 年生 18 名 希望者を募り，それ以外に実習担当教員の推薦者で参加を希望した計 18 名
で練習し，最後に学内コンペを実施．PostCC-OSCE を参考に採点し，選抜．

共用試験前の夕方の 6 日間
（各 1 時間程度），自由参加で
練習（1回につき1・2歯切削）．

Q 4 年生 1 名 分野医局員による推薦 プロダクト製作直前の１時間
程度

R 3 年生 3 名 実習時間中にアナウンス（3 学年 60 名）し，参加を希望した 3 名の学生か
ら選抜． 4 時間 ×4 日

S 4 年生 7 名 － 約 1 時間
T 特に指定せず １名 － 1 回 1 時間程度 ×5 回

U 5 年生 １名 基礎実習における上位者の中から希望者を募った． 当コンペティションに際して
は 0 時間

V 4 年生 104 名 クラウンブリッジ実習の前期試験（実技）の課題である 16 の支台歯形成の
成績から 1 名を選抜． 5 時間程度

W 4 年生 1 名 クラウンブリッジ実習で支台歯形成の成績が最も優秀だった学生にコンペの
概要を説明し，本人の意思を確認のうえ，参加． 3 時間程度

X 4 年生 1 名 冠橋義歯補綴学実習での形成の成績などで選抜 3 時間
Y 5 年生 8 名 － 1 時間 30 分
Z 5 年生 5 名 － 30 分
A-F：全国選考通過，最終選考参加校，G-Z：「全国選考 優秀賞」受賞プロダクト製作校
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加した学生の数は合計 559 人であり，最も多い一大
学あたりの参加学生数は 147 名であった．参加学生
数が 2～5 名であった大学が 7 校と最も多く，10 名
以下の参加大学は半数の 13 校であった．
　プロダクト製作のための練習時間は 2～5 時間が
10校と最も多く，10時間以上練習した大学が4校あっ
た．この練習時間は実質の時間のみではなく，学生が
練習できるように提供した時間も含まれている．最も
長く提供された時間は，3～4 時間の自主練習を 3 週
間行った大学であった．一方，練習時間が平等になる
ように工夫した大学もあった（表 1 K, M 参照）．

3．一次審査
　提出プロダクトに問題があった場合は，再提出を求
めた．具体的には STL 形式と異なるファイル形式で
提出されたケースが 2 件，形成前後の模型が異なっ
ていたため，データを重ね合わせることができなかっ
たケースが 1 件あった．また，デスクトップ型スキャ
ナーではファントム用模型の歯肉部スキャンにエラー
が生じたため，石膏模型に置き換えて再スキャンし再
提出されたケースもあった．
　支台歯形成前後の STL データを解析し算出した形
態解析データ（テーパー，削除量）を表 2 に示す．テー
パーは 0.7～40.1 度であり，頰舌断面が平均 16.6 度，
近遠心断面が平均 25.3 度であった．咬合面削除量は
0.01～2.52 mm であり，頰舌断面の最小値が平均
1.12 mm で最大値が平均 1.60 mm，近遠心断面の最
小値が平均 0.62 mm 最大値が平均 1.38 mm であっ
た．
　審査の結果，6 校のプロダクトが最終審査対象に選
出された．なお，最終選考対象とならなかったプロダ
クトを製作した学生に対して「全国選考 優秀賞」の
賞状が各校に郵送された．

4．最終審査
　一次審査にて選出されたプロダクトを製作した 6
校の学生が，同時に 30 分で支台歯形成を行った．形
成された支台歯は即座にスキャンされ，一次審査と同
様に支台歯形成前後の STL データを解析し，形態解
析データ（テーパー，削除量）が算出された（表 2）． 
最終審査の結果を以下に示す（敬称略）．
最終選考　最優秀賞 第１位：田中茉里子（徳島大学）
最終選考　最優秀賞 第２位：三枝美穂（日本大学松
戸歯学部）
最終選考　最優秀賞 第３位：大道寺美乃（東北大学）
最終選考　優秀賞：荒木嵩丸（大阪歯科大学），藤中

達哉（広島大学），中川由希子（東京歯科大学）

Ⅳ．考　　察

1．開催時期，対象学年，参加人数と公平性
　最終選考（6 月開催）に参加した学生は 6 年生が 4
名，5 年生が 2 名であり，各校で選考があった時点

（2 月末日まで）ではそれぞれ 5 年生と 4 年生であっ

表 2 デジタルデータからの算出値

A　頰舌断面 B　近遠心断面

軸面
テーパー

咬合面削除量 軸面
テーパー

咬合面削除量
最小 最大 最小 最大

一次審査（本コンペティションへの参加意思表明順）
A 25.5 0.54 1.00 18.9 0.17 0.91
B 25.9 1.12 1.48 21.0 0.61 1.35
C 25.7 1.45 1.95 20.3 1.29 1.70
D 26.4 0.78 0.93 19.1 0.20 0.98
E 24.4 0.52 1.26 40.1 0.28 0.70
F 15.7 0.91 1.65 23.7 0.33 1.05
G 8.2 0.93 1.34 24.1 0.40 1.08
H 11.8 1.71 2.17 33.4 1.23 2.01
I 24.3 1.33 1.95 24.2 0.74 1.71
J 12.5 0.70 1.22 19.0 0.50 1.22
K 8.6 0.63 1.32 23.1 0.01 0.74
L 21.0 1.24 1.37 47.0 0.59 2.24
M 16.3 1.83 1.11 27.9 0.87 1.24
N 17.0 1.36 2.14 25.8 0.61 1.53
O 21.7 1.07 1.53 19.3 0.20 1.11
P 10.5 1.42 1.88 23.4 0.94 1.61
Q 22.9 1.63 1.79 19.8 1.22 1.73
R 13.1 1.84 3.29 21.6 1.18 2.52
S 0.7 0.47 0.96 17.1 0.49 1.01
T 2.8 1.62 2.08 17.4 0.84 1.80
U 24.4 1.21 2.15 38.8 0.73 2.20
V 22.4 1.67 1.99 34.6 0.97 1.74
W 11.1 0.72 0.99 17.7 0.57 0.77
X 21.3 0.73 1.52 22.4 0.23 0.90
Y 14.4 0.99 1.24 30.4 0.36 0.96
Z 2.5 0.70 1.31 26.4 0.57 1.19

平均 16.6 1.12 1.60 25.3 0.62 1.38
最終審査（一次審査のプロダクト提出順）

A 17.7 1.64 2.20 34.1 0.99 1.83
B 8.0 0.89 1.35 32.6 0.16 1.45
C 30.1 1.34 1.82 55.7 1.22 1.63
D 23.9 1.22 1.84 23.6 0.69 1.56
E 18.2 0.14 0.95  9.7    0 0.72
F 14.6 1.87 2.29  1.7 1.01 2.33

平均 18.8 1.18 1.74 26.2 0.68 1.59
A-Z：参加校（一次審査と最終審査で一致させていない）
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た．一次審査参加 26 校の対象学生は 5 年生が半数で
あり，今回は大学によって対象となる学年が異なって
いた（図5）．最終選考の時期に関しては，「試験やマッ
チングがなく，まったく問題のない良い時期である．」
と，6 大学の学生および帯同者すべてのアンケート記
入があった．また，国家試験の模試が始まる 6 月末
以降は練習時間が取れなくなるとの学生からの意見も
あった．したがって，最終選考の時期としては，今回
開催した 6 月が適していると考えられる．
　一方，1，2 月に行われた各大学での審査に関して
は試験期間にあたるため，その時期を前後に変更する
必要性があることが指摘された．26 参加大学からの
アンケートにおいても「2 月は学年末の試験と重なり，
やりたいけど練習できませんと言う学生さんがいたの
が残念でした．」「OSCE，CBT が重なり，参加学生が
集まらないのが現状です．さらに，後期試験期間とも
非常に近いため，練習の時間はほとんど取れません．」
との意見があった．各大学における CBT と OSCE が
4 年もしくは 5 年で実施されるため，臨床系基礎実
習科目は，4 年次に開始されている（歯科医学白書
2017 年版）．したがって各大学によって実習時期が
異なっており，また実習時間に関しても，補綴に関
する実習では実習時間（平均 250 時間，最小 0 時間，
最大 642 時間）が講義時間（平均 175 時間，最小 0
時間，最大 441 時間）に比べて長いという特徴があ
り（歯科医学白書 2017 年版），かつ大学間における
差が大きい．
　この実情は各校での参加者募集方法やその対象人数
に大きく影響した（表 1，図 5）．1 学年全体にコン
ペティションの説明を行った上で希望を募る場合が多
かったが，基礎実習の成績等から教員が推薦した大学
もあった．各大学での選抜方法や練習時間もそれぞれ
の大学の現状に即したものであった．選抜方法とし
て，2 段階選抜方式を取っている場合や，書類審査を
行っているケースもあった（表１）．練習時間も「0
時間」から「10 時間以上」の差があり，アンケート
から各大学における工夫や熱意を感じ取ることができ
た． 
　参加26校のアンケートでは公平性の担保について，

「5 年生など学年を統一して審査を行うのが適切では
ないかと思う．」，「大学によって対象学年が異なると，
それだけで差が出るのではないでしょうか ?」との意
見があった．一方，各大学のカリキュラムが異なるこ
とから，学年を固定することは参加校の減少につなが
ることが懸念された．さらに，練習時間を定める必要
性があるとの意見もあったが，練習時間の指定を行う

と教員への負担も増加することが危惧された．
　今回の実施を通じて明らかとなった問題の解決策と
して，各校での準備期間を十分に確保する，つまり開
催アナウンスを早くしてプロダクト提出までの期間を
可能な限り長くすることが挙げられる．このことによ
り，各校での基礎実習におけるモチベーション向上に
も役立つことが考えられる．実際に「本学では 4 年
生前期に冠橋義歯補綴学の模型実習を実施しておりま
すが，次回の実施を予告していただけましたら，その
旨を学生に伝えて，学習意欲の向上に繋げたいと考え
ます．」，また「支台歯形成の基礎実習は半年前に行っ
ています．その際に予定が分かっていれば，参加希
望者も増えたのではと思います．」との意見があった．
このような観点からも，本コンペティションが「毎年
開催される企画」として定着することが望まれる． 

2．評価方法
　本コンペティションでは歯学部学生を対象として技
能試験を実施するとともに，「臨床技能試験の評価法
の構築」についても模索した．具体的には評価方法を
教育問題検討委員会と学術委員会において「客観的な
評価基準」を策定し，事前に試験項目とともに提示す
ることにより，補綴学会から発信された「教育基準」
として参照できる形を目指した．まず教育問題検討委
員会において，「保険診療における CAD/CAM 冠の診
療指針」を元にしたガイドラインが作成され，あらた
に図が添付された（図 1）．そして，本ガイドラインは，
参加予定大学に詳細アナウンスとともにあらかじめ発
送された．
　支台歯形成の教育や評価は，学生や研修歯科医の指
導インストラクターの主観によるところが大きく，具
体的な教育方法の開発や形成後の支台歯に関する客観
的な評価方法については検討が遅れていることが指摘
されている8）．また，支台歯のデジタルデータ化は数
値化による評価のみならず，教育という点においても
アドバンテージがある8）．デジタル化により短時間で
支台歯形成結果に関する測定データの提示が可能とな
り，支台歯形成教育において効果的なフィードバック
を行えたとする報告もある9）．
　そこで本コンペティションでは，支台歯カラー写真

（デジタル画像データ）」とともに「支台歯形成前と支
台歯形成後の STL データ」を審査対象とした．それ
は全国規模のコンペティションのため，実物模型の郵
送ではなくスピードと利便性を考慮し，STL データ
を使用した客観的な数値で表示する評価方法を行うた
めである．STL データの取得には口腔内スキャナー
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もしくはデスクトップ型スキャナーが必要となる．
26 参加大学のアンケートから，デスクトップ型スキャ
ナーの使用が過半数であったことが明らかとなった．
また，「大学のスキャナーでは模型をうまく読み取れ
なかったため，学外施設のスキャナーを借りること
になり負担が大きく感じました．」との意見もあった．
ファントム模型は，口腔内スキャナーでは問題なく計
測できたが，一部のデスクトップ型スキャナーでは計
測エラーが生じた．このため，一旦石膏模型に置き換
えて計測する必要があった．口腔内スキャナーについ
ては歯科医師国家試験でも既に出題されているが，ま
だ保有していない大学もあり，今後コンペティション
を行う上での検討課題と考えられた．
　審査員による評価に先だち STL データから形態解
析データ（テーパー，削除量）が算出された（表 2）．
ガイドラインからテーパーは合計 12～20 度となる
ことが求められているが，近遠心的断面ではその値を
超えるプロダクトが多かった．その理由は第二小臼歯
の遠心および第二大臼歯の近心を切削することを避け
るためと考えられた．削除量は咬合面で算出され，ガ
イドラインでは 1.5～2.0 mm とすることが求められ
たが，近遠心的断面で 1.5 mm を超えているプロダ
クトはなかった．今回，厳密にはテーパーおよび削除
量が完全にガイドラインに示された数値を満たして
いるプロダクトがなかったものの，5 名の審査員は支
台歯のカラー写真（3 面観）とともにそれぞれのテー
パー，削除量を参考として採点した．
　今回の評価方法ではテーパーと削除量だけを評価項
目としたが，支台歯のデジタルデータを他の方法で解
析することは可能であり，今後本学会でもプロジェク
トとして取り組むべき課題であると思われる．そし
て，全国歯学部共通の客観的評価方法として確立する
ことにより，歯学部教育や卒後研修を通じて臨床技術
の向上に貢献できると考えられる．また，今回のテー
パーと削除量の評価方法だけでも，歯学部教育にすぐ
に取り入れることは可能であり，次回コンペティショ
ンに向けた準備教育だけではなく，通常の歯学教育効
果の向上にも有用である．最終的には，このような取
り組みが本学会公認の支台歯形成自動採点システムの
構築へとつながることを期待したい．

3．課題と各校の実習内容
　本コンペティションでは，第 1 回のテーマとして
クラウンブリッジ関連の課題である支台歯形成とし
た．特に，歯学教育における CAD/CAM を用いた補
綴歯科治療の重要性は増しており，平成 28 年度に改

訂された歯学教育モデル・コア・カリキュラムには2），
「CAD/CAM を用いたクラウン製作法を説明できる」
ことが学修目標に加わった．これによって，わが国
の歯学部学生には CAD/CAM 冠やジルコニアオール
セラミッククラウンの製作過程を通じて CAD/CAM 
ワークフローに対する理解を深めることが求められる
ようになった．したがって，今回のテーマは妥当で
あったと考えるが，部位に関しては今回は下顎右側小
臼歯部であったが，アシスタントなしで支台歯形成を
行うことをふまえて，下顎もしくは上顎の左側小臼歯
がより適切であるとの意見が多くあった． 
　本学会第 124 回学術大会（さいたま市）において，
歯科補綴学の基礎実習書の展示とともに基礎実習改善
のための情報交換会を企画し，実施してきた（参加
28 校）．その後のアンケート内の「貴学の実習で問題
と思われる点（実習内容）」で「CAD/CAM の実習が
ない」との記入があった一方，「貴学の実習でここ数
年の間に改善された点（新しい教育項目の導入）」に
おいて「CAD/CAM」が明記されている大学もあっ
た10）．本コンペティションのアンケートでも「本学
で CAD/CAM 冠の支台歯形成を実習内容に取り入れ
ていなかったため，指導の負担が大きく感じました．」
との声があった． 
　本コンペティションでは「歯科補綴学教育における
実習内容の再評価」も目的としていた．実際に実習内
容を変更するとなると時間的，設備的，人的な制約が
生じることとなり，各大学におけるカリキュラム変更
は多大な労力を強いることになることは明らかであ
る．しかしながら，授業計画の整理や歯科技工士教育
機関の設備活用により，制約を見事に克服した報告も
ある11）．今後，本コンペティションの開催が各大学の
実習へ CAD/CAM 冠の支台歯形成が盛り込まれるこ
との一助となること，また各校での取組み方法を共有
することが望まれる12）．
　なお今後の展望として，支台歯形成以外の課題を
テーマとして取り上げることも有益であり，考慮に入
れるべきであると考えている．

4．成果と波及効果
　JPS-SCSC はプレスリリース（図 3）を経て，新聞
掲載された．このことにより，本学会の先駆的な活動
が社会に向けて情報発信することができたと考えら
れる．JPS 会員には学術大会（札幌でのポスター（図
4）および JPS メールマガジンにて経過が報告された．
会員からは「補綴学会でのポスターによるアナウンス
も，とてもインパクトがあったと思います．」との反
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応が少なくなかった．
　本コンペティションの最終目的は，歯学部学生の歯
科補綴学への興味を喚起し，補綴歯科医療を推進でき
る人材育成を実現することである．その達成度を正確
に評価することは困難であるものの，一次審査参加大
学から「今回のコンペティションを通じて予想以上に
学生からの参加希望者が出てくれたため，補綴学に興
味を持ってもらうという趣旨は達成できました．」と
の言葉があった．したがって，一定量の効果はあった
ものと捉えることができる．
　また，本コンペティションは学生のみならず指導者
にも多大な影響を与えるものといっても過言ではな
い．「審査終了時の参加者全員の写真の達成感あふれ
る笑顔をみたら，指導できて良かったとの思いが沸
き上がってきました．」や「このような補綴治療に関
わる技能を評価する素晴らしい試みに参加できて非常
に貴重な経験ができました．」の言葉があった．本報
告をもとに，より発展した形式で学生技能コンペティ
ションが継続されることを切に願っている．

Ｖ．結　　論

　歯学部学生対象の技能コンペティション JPS-SCSC
の実施により，以下の点が明らかとなった．
1．目的であった「高い臨床技能を必要とし，進化し

続ける補綴歯科臨床に対応することができる歯学
部学生を育成すること」および「技能教育の重要性
について教育者のみならず学生とも共有すること」
は，初開催として十分に達成できた．

2．課題「CAD/CAM 冠支台歯形成」は妥当であった
が，部位に関しては下顎右側小臼歯部ではなく下顎
もしくは上顎の左側小臼歯がより良いとの意見も
あった．また，最終選考の時期は 6 月で妥当と考
えられた一方，実施アナウンスをできるだけ早期に
行い，各校での選考期間に余裕をもたせる必要性が
あることが明らかとなった．

3．医療問題検討委員会においてガイドラインが作成
され，あらたに図が添付された．一次審査におい
て STL データから形態解析データが算出されたが，
厳密にはテーパーおよび削除量が完全にガイドラ
インに示された数値を満たしているプロダクトは
なかった．

4．今回は支台歯デジタルデータのテーパーと削除量
を評価項目としたが，他の方法で解析することが可
能であり，今後本学会でもプロジェクトとして取り
組むべき課題であると思われた．

5．本コンペティションを行うことにより，「歯科補
綴学教育における実習内容の再評価」，「臨床技能試
験の評価法の構築」，「本学会の先駆的活動の社会に
向けた情報発信」，「歯学部学生の歯科補綴学への興
味喚起」が副次的に産出された．
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